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は、年間降水量が587.1mm（1957～2012年
にかけての56年間の年降水量を平均した値：
The Meteorological Centre, Jaipur, India 
Meteorological Dept. 2013）で、中・小規模
の季節河川（雨季にしか水が流れない川）しかな
く、多くの地域で恵まれた水環境下にはない。
そして、アラヴァリー丘陵が南北に走り、平坦
な土地もそれほど多くなく、灌漑水路網の整備
も未発達である。そのため、日々必要な水の多く
は井戸に頼っている。炊事や洗たく程度であれ
ば、現在も昔も井戸に木桶や土器、バケツを投
げ入れ、滑車を利用して人力で水を汲み上げて
いる。しかし、農業用水となると人力ではとて
も追いつかない。そこで利用されるのが家畜の
力、すなわち畜力である。この地域ではオスの
コブウシを用いることが多いが、隣接するパキ
スタンのスィンドやパンジャーブ、インドのハリ
ヤーナーでは他にもラクダやロバ、スイギュウ
を用いることもある。
　インドの多数派宗教であるヒンドゥー教では、
コブウシはシヴァ神の乗り物（乳白色のメスウ
シ。名前はナンディー）として神聖視されている
が、畑を耕したり灌漑に用いたりに最も利用され
るのが、オスのコブウシである。宗教的な理由に
より、コブウシを食べるのは問題であるが、労働
力として利用するのは問題ないのである。そし
て、ここで話題とするのは、コブウシの力を利用
印度の井戸
　現在、インドは急速な経済発展や人口増加に
より、舗装道路や電気、水などのインフラの整備
が追いつかず、さらに伝統的な社会システムが
この急激な変化に対応できず、ほころびが目立つ
ようになってきた。村落部にいても様々な最新
情報に容易にアクセスできる今、人々はより豊か
な現代文明の恩恵、つまり最新の物質文化を得る
ため、現金収入を求めるようになっている。豊か
な生活をする権利は、すべての人類に共通してお
り、一部の発展国だけの特権ではない。しかし、
様々なインフラ網や環境負荷などの知識に関す
る教育が行き届いていない発展途上国の場合、
急速な変化は様々な破綻をもたらす。ここでは、
半乾燥地に位置するインド北西部の「井戸」を
題材に、伝統的な生業と化石燃料を用いた現代
型生業両方の持続可能性について考えてみたい。
畜力揚水井戸とは
　ここで話題とする地域は、インド北西部ラー
ジャスターン州南部のウダイプル県である（写真
①）。筆者が繰り返し、調査で訪れている地域の
一つである。この地での調査事例を紹介したい。
　インド北西部は半乾燥地で、ウダイプル県
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写真①インド北西部ラージャスターン州ウダイプル県の農村部の景観
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して井戸の水を汲み上げる灌漑システム、畜力
揚水井戸である。
畜力揚水の減少
　畜力揚水井戸は、北アフリカもしくは西アジ
アに起源をもつと考えられている、ウシやラク
ダなどの畜力を利用して、井戸から水を汲み上
げ灌漑用水として利用するものである。南アジ
アでも近年、急速に普及している管井戸（tube 
well：写真②）やエンジンポンプ（写真③）に追い
やられ、消滅しつつあるが、インド北西部の限ら
れた場所では、現在でも用いられている。畜力
揚水井戸は2種類ある。まず1つは水車式のも
ので、これは井戸の一方に直交する大型の歯車
（木または金属製）を2つ造り、その回転に連動
する水車に付属するひもで結わえられた複数の
土器（現在はバケツで代替が主）が水を汲み上げ
るものである（写真④）。もう1つは牽引式のも
ので、これは井戸の一方に傾斜路を造り、頚木（く
びき：ウシのくびの後ろにかける横木）をつけた
2頭のコブウシがそこを前後することにより滑
車を利用した皮袋（現在はバケツで代替が主）が
水を汲み上げるものである（写真⑤）。これらは、
主に比較的小さな畑への灌漑用に用いられる。
これらは、かつては画期的な揚水効率をもつシ
ステムであったが、電力やディーゼルエンジン
を用いた管井戸などとは揚水効率の面で比較に
ならず、消滅の危機にある。調査ではそれらの
分布や使用状況を調べたが、調査中にもどんど
ん畜力の利用をやめ、エンジンポンプに変換し
たり、井戸自体を廃棄し、地中から直接水を吸
い出す管井戸に変えたりする事例が頻繁に見ら
れた。2014年の段階で、畜力を継続的に利用
しているのは調査した井戸の5%（1001箇所中
31箇所：遠藤ほか 2015）とすでに消滅の危機
にある状態であった。
持続可能性
　なぜ、畜力揚水井戸は急速に消滅しつつあるの
だろうか。その原因はいくつか考えられるが、次
の2点が大きなものと考えられる。まず、揚水
効率がディーゼルエンジンや電力を用いるのに比
べ、著しく劣ることが挙げられる。次に、動力源
であるオスのコブウシの減少が挙げられる。
　これらの2点について状況を説明する。まず、
揚水効率が劣るという点であるが、これは、畜力
と化石燃料・電力とでは馬力や持久力が大きく
異なり、同じ時間揚水した場合、水を供給でき
る畑の面積が畜力のほうが圧倒的に劣り、解決策
はない。また、畜力揚水井戸の場合は常に人が
ウシの側にいて、コントロールしなければいけな
いが、化石燃料・電力を用いる場合は、基本的
86
写真②インド北西部の管井戸
写真③インド北西部の井戸に設置されたエンジンポンプ
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写真④インド北西部の水車式の畜力揚水井戸
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写真⑤インド北西部の牽引式の畜力揚水井戸
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ウシを動力源に利用することは基本的にないた
め、動力源としての畜力は減少の一途をたどっ
ている。特に灌漑に用いるウシは必ず2頭立てで
あり、最低2頭のオスウシが必要となる。現在で
はオスウシを2頭以上所有している世帯は限られ
ており、世帯間でオスウシを融通しあわなければ
畜力を利用できない状況になっている。ただし、
2014年以降インドの政権与党となったBJP（イ
ンド人民党）の影響（この政党はヒンドゥー至上
主義を掲げており、ヒンドゥー教に基づく政治
思想により、コブウシの神聖視を厳守する傾向に
ある）により、公的にコブウシの肉牛への利用が
制限される州が増えてきたため、今後オスウシ
数は徐々に増えていく可能性はある。
　以上のような理由により、畜力揚水井戸は消滅
の危機に瀕している。その一方で、インドは急速
な経済発展と、過密人口のため、現在、様々な
問題に直面している。その1つがエネルギー問題
や環境汚染である。生業の機械化は、効率は良
いがこれらの問題を悪化させる効果ももつ。わ
ずかしか化石燃料を産出しないインドでは、エネ
ルギー不足は深刻で、物価が日本の数分の1にも
かかわらず、ガソリンの販売価格は日本より高い
（2016年3月現在）。エンジンポンプなどを用い
て、井戸から揚水するための燃料を買うために日
雇い労働に出かけざるをえないという状況での
急速な機械化は、社会システムの崩壊をも招きか
にはいったんスイッチを入れれば、放置し、違う
作業ができるため、人の作業効率も異なってくる。
ただし、畜力と比べてエンジンポンプや管井戸の
導入、維持には大きな金銭的な負担がかかる。そ
して、その資金を得るために日雇い労働に出かけ
ることとなる。農村の労働人口の都市部への流出
は、無視できないものであるが、インドではそれ
はまだ深刻な問題となっていない。それは現在
進行形で人口が増加し続け、また都市部や国外
で得た資金が農村に還元されているからである。
この地域では家族や親族を支援する慣習は根強く
残っており、出稼ぎや日雇いでかけた者は、自分
の出身村に残る家族や親族にエンジンポンプや
管井戸の導入資金を提供する。しかし、このよう
な慣習、資金のサイクルが今後も続く保証はなく、
今後農村の労働人口の減少が大きな社会問題と
なる可能性はある。
　次にオスのコブウシの減少であるが、実は家畜
頭数自体は増加している（Government of India 
2014）。これはインドにおいて1970年代後半
から展開した「白い革命」以降、ミルクの増産の
ために乳牛であるメスのウシを増やすことが推奨
され、各世帯でも現金収入に直結するメスのみを
飼育する傾向が多くなった。一方のオスウシは、
畜力以外の利用価値が低く、コブウシを神聖視
しないイスラーム教徒などに肉牛として売却さ
れ、その数を減らしていった。インドではメス
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ねない。現金収入の少ない世帯は、エンジンポンプ
の購入や、購入しても稼動するのが困難となる。
また、エンジンポンプにより、畜力より過剰に揚水
され、井戸の水位が下がり、畜力にたよる世帯は
その利用を断念せざるをえない状況にもなってい
る。その他にも、日雇い労働のために村を不在に
する者が増えると、村落内で常時、夜警やインフ
ラの維持管理などを役割分担することで成り立っ
ていた相互補助のシステムが立ち行かなくなり、
より個人主義的な傾向が強くなる。そして、成功
した者と、上手くいかなかった者の経済格差は
より明瞭となり、土地を手放す者もでてきている。
　家畜は畜力を提供するだけではなく、乳や毛、
肉、皮をも資源として提供し、繁殖によって再
生産可能で、機械よりもはるかに環境融和性の
高い貴重な存在である。この利用方法の伝統知
の消失は、社会的な損失であると考えられる。
また、エンジンポンプや管井戸による揚水は時
に過剰になり、地下水位の低下をも招いている。
機械化が進行した村では、井戸の水位が低下し、
畜力では物理的に揚水困難になり、畜力用水を
継続していた井戸もその継続を断念したという
事例も複数見た。技術進化や経済発展を否定す
るつもりはもちろんないが、今一度現在の経済
効率だけではなく、次世代以降も利用可能な水
資源の利用を考える時が来ている。
遠藤仁
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